
金
揮
官
蹴
蕗
巻
十
五

久
寺
漣
よ
り
大
豆
田
口
町
端
ま
で
、
右
町
名
唱
分
の
儀
、
寛
政
七
年

二
月
御
用
番
へ
も
相
周
相
改
む
。
と
あ
り
て
寛
政
七
年
よ
り
の
事
た

り
と
聞
ゆ
。

。
犀
川
堤
防
事
略

源
平
盛
衰
記
巻
七
に
、
越
前
・
加
賀
雨
園
の
聞
に
四
つ
の
大
河
あ
り
。

廊
参
の
時
洪
水
の
震
に
人
多
〈
点
比
一
サ
れ
ば
、
是
一
は
隠
の
遼
き
ゅ
ゑ

た
り
と
て
、
嵯
蛾
天
皇
の
御
宇
広
化
十
四
年
に
上
奏
を
経
て
、
加
質

問
と
定
む
と
あ
り
。
右
は
類
家
三
代
格
巻
五
に
蛾
せ
ら
れ
た
る
弘
仁

十
四
年
二
月
三
日
太
政
官
の
議
奏
に
、
越
前
園
守
従
四
位
下
紀
朝
匡

宋
成
等
解
m
情
。
加
賀
郡
逮
去
昌
園
府
二
位
選
不
v
使

d

雲
母
風
起
，
難
普
殊

醤
。
加
之
詮
路
之
中
有
昌
四
大
川
二
評
遇
=
洪
水
二
松
v
日
辞
渉

a

人
馬
阻

絶
.
動
錫
a
窪
滞
吋
叉
郡
司
郷
長
任
ν
意
俊
漁
。
民
懐
a
覚
屈
↓
路
建
無
v
訴
a

不
v
塙
=
深
酷
プ
逃
散
者
衆
云
L
K
.

伏
諦
別
建
=
件
園
吋
名
目
a
加
賀
園
-
者

a

と
あ
り
て
、
水
害
の
震
に
越
前
の
都
内
を
割
き
て
、
加
賀
園
を
置
か

れ
た
り
。
四
大
河
は
加
賀
の
乎
取
川
に
、
越
前
の
白
鬼
女
・
足
初
・
般

橋
の
三
川
と
の
四
大
河
左
ら
ん
と
い
へ
れ
E
、
犀
川
な
ど
も
水
害
の

一
川
と
も
い
ふ
ぺ
し
。
此
の
川
は
さ
せ
る
大
河
に
は
あ
ら
守
と
い
へ

E
も
.
甚
だ
敷
荒
川
に
て
水
源
速
か
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
雪
解
甚
だ
し
く
‘

て
築
か
し
め
ら
れ
た
り
。
山
土
は
水
容
を
防
ぐ
も
の
な
る
故
た
り
。

依
り
て
今
も
古
川
除
町
地
の
井
戸
を
掘
る
に
、
必
・
ヂ
赤
き
山
土
出
づ

る
と
い
へ
り
。
一
一
践
に
は
、
今
小
立
野
の
土
取
場
は
、
卸
ち
右
川
普

締
の
時
山
土
を
取
り
た
る
地
に
て
、
古
川
除
の
山
土
は
土
取
場
溢
よ

り
謡
選
せ
し
土
友
り
。
土
取
場
の
地
名
は
此
の
時
よ
り
起
る
と
も
、

又
惣
梯
掘
出
来
の
時
よ
り
の
遺
名
友
り
と
も
い
へ
り
。
叉
今
の
川
総

往
来
な
る
堤
防
は
、
川
除
町
の
堤
防
と
は
遥
か
後
に
築
き
た
る
故
に

新
川
除
と
い
へ
り
。
此
の
堤
防
は
‘
明
和
二
年
の
山
伏
賀
高
寺
由
緒

書
に
、
享
保
年
中
ま
で
は
法
然
寺
近
法
ま
で
川
原
に
て
、
家
建
も
甚

だ
ま
ば
ら
な
る
を
、
享
保
十
年
比
よ
り
新
地
子
地
と
成
り
、
遁
々
町

家
を
建
て
、
今
の
如
き
町
立
出
来
す
と
あ
り
。
さ
れ
ば
享
保
年
中
に
、

古
川
除
の
外
怠
る
河
原
に
更
に
築
出
し
‘
新
川
除
の
堤
防
を
築
き
・

古
川
除
と
の
問
た
る
地
面
を
ぽ
町
地
と
た
し
‘
町
家
を
建
て
し
め
ら

れ
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
是
今
い
ふ
犀
川
川
除
友
り
。
犀
川
の
堤
防

は
、
も
と
既
に
洪
水
の
銭
め
河
中
と
成
り
に
し
地
を
ぽ
堤
防
に
て
防

ぎ
、
町
地
と
た
し
け
る
が
ゆ
ゑ
に
‘
洪
水
の
震
や
L
も
す
れ
ば
堤
防

を
破
壊
し
、
町
地
へ
横
流
し
て
人
家
を
損
害
す
る
事
、
む
か
し
よ
り

度
々
た
り
と
い
へ
り
。
管
家
見
聞
集
K
.
寛
文
八
年
六
月
十
一
日
夜

金
海
古
蹟
志
巻
十
五

ニ
O

雨
の
時
も
出
水
速
か
に
し
て
横
流
す
る
事
、
大
河
よ
り
も
甚
だ
し
と

い
へ
り
。
さ
れ
ば
加
賀
建
園
以
前
の
上
代
は
勿
論
、
中
古
と
て
も
天

正
以
前
の
飢
世
打
線
き
け
る
頃
た
ど
、
堤
防
の
手
入
方
も
行
届
か

事
。
洪
水
毎
に
河
水
横
流
し
‘
い
か
ば
か
り
の
水
容
を
注
し
た
る
や

も
知
る
べ
か
ら
宇
。
今
小
立
野
と
野
間
寺
町
と
の
地
景
を
見
て
も
、

共
の
間
た
る
町
地
は
都
て
河
中
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
拾
築
名
言

記
K
.
昔
は
犀
川
二
瀬
に
分
れ
、
一
瀬
は
今
呑
林
坊
の
橋
下
を
流
れ
、

殊
に
水
深
き
に
依
り
て
般
た
ど
も
入
り
た
り
。
然
る
を
金
揮
の
町
地

を
庚
〈
成
さ
ん
が
震
め
に
、
坂
井
就
安
へ
命
ぜ
ら
れ
、
犀
川
の
上
を

掘
り
て
一
瀬
と
た
し
け
る
に
‘
俣
川
あ
せ
た
り
。
依
v
之
中
嶋
を
ぼ
町

地
と
成
し
た
り
。
今
の
河
原
町
民
克
也
。
と
あ
り
。
坂
井
就
安
は
小
潮

甫
庵
の
長
男
に
て
、
元
和
元
年
陀
利
常
卿
召
抱
え
ら
れ
、
二
百
石
を

賜
は
り
、
寛
永
十
五
年
に
残
す
と
小
潮
穏
に
見
b
た
れ
ば
、
陣
川
川

上
の
河
中
を
掘
り
て
一
瀬
と
た
し
‘
堤
防
を
築
き
、
河
原
を
ぽ
町
地

と
な
し
た
る
は
、
元
和
年
中
の
事
た
る
ぺ
し
。
さ
れ
ば
古
川
除
は
、
此

の
時
坂
井
就
安
が
築
か
せ
た
る
堤
防
た
る
と
と
知
ら
れ
け
り
。
或
は

回
ふ
。
背
此
の
川
除
町
た
る
堤
防
を
築
き
た
る
頃
、
本
多
民
先
組
安

房
守
政
震
の
指
聞
に
て
、
小
立
野
の
山
土
を
建
議
せ
し
め
、
之
を
以

大
雨
、
十
二
日
朝
六
つ
時
下
刻
よ
り
犀
川
・
越
野
川
洪
水
。
犀
川
川

除
切
れ
、
新
竪
町
之
上
よ
り
水
押
出
で
、
竪
町
を
経
、
河
原
町
に
出

で
、
町
屋
悉
く
水
付
〈
。
此
時
川
除
に
居
住
す
る
家
百
鈴
軒
流
失
、

人
多
く
死
す
。
と
あ
り
て
‘
此
の
時
模
畑
の
下
に
小
橋
を
初
め

τ架

け
ら
れ
し
か
ど
、
右
洪
水
に
て
押
流
し
、
川
除
裁
許
時
目
忠
兵
衛
と

去
ふ
者
溺
死
せ
り
。
是
よ
り
後
に
も
水
容
の
事
度
々
な
る
べ
し
。
秘

話
天
明
三
年
七
月
十
一
日
の
洪
水
の
事
は
.
天
明
水
難
記
に
記
載
せ

ら
る
。
近
く
は
明
治
七
年
七
月
七
日
及
び
同
九
年
八
月
八
日
の
洪
水

・
な
ど
の
時
も
、
川
上
藤
棚
の
川
除
を
破
壊
せ
し
ゅ
ゑ
.
河
水
横
流
し

て
川
上
の
町
々
を
経
、
新
竪
町
・
本
竪
町
・
大
工
町
・
河
原
町
た
ど
水

中
と
成
り
て
‘
水
容
を
譲
れ
り
。
是
皆
堤
防
の
破
壊
せ
し
ゅ
ゑ
也
。

さ
れ
ば
犀
川
の
堤
防
は
甚
だ
鄭
重
に
念
を
入
れ
、
股
震
に
す
べ
き
事

た
り
と
い
へ
り
。

O
犀
川
小
橋

此
の
橋
梁
は
.
明
治
廿
三
年
の
勝
命
に
決
議
し
て
‘
同
年
各
十
二
月

よ
り
遁
替
に
取
掛
り
、
翌
廿
四
年
一
月
落
成
せ
し
か
ば
、
十
五
日
に

鯨
知
事
見
分
せ
ら
れ
、
渡
初
の
略
式
あ
り
。
橋
護
を
五
関
川
中
へ
築

出
し
て
架
け
た
り
。
橋
の
長
さ
五
十
四
間
た
り
。
按
守
る
に
、
此
の




